
HIRONOBU
SAITO
QUINTETTO
■開催日時

2月21日（土）
開場／午後

６時30分　
開演／午後

７時

■料金
一　　般　

　2,000円（
当日2,500

円）

小〜高校生
　1,000円

（当日1,50
0円）

ペ　　ア　
　3,000円（

前売りのみ
）

■出演／西
藤大信、TO

KU、大槻“か
るた”英宣

　　　　ク
リヤ・マコト

、井上陽介

■場所／三
股町立文化

会館　■主
催／三股町

・三股町教
育委員会

■お問い合
わせ・チケッ

ト販売／三
股町立文化

会館 ℡.09
86-51-34

62

音楽で世界
を旅する

HIROワール
ドへ

西藤大
信

クイン
テット

featuring

TOK
U

※なお、内容
に変更があ

る場合があ
ります。あら

かじめご了承
ください。

三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986−51−3462 ／ Fax. 0986−51−3561

■開催日時

3月1日（日）
開場／午後１時30分　開演／午後２時
■料 金
一 律 2,000円（当日2,500円）
■プログラム・曲目
・翼をください　・冬が来る前に　・竹田の子守唄 ほか
■出 演／紙ふうせん
■場 所／三股町立文化会館
■主 催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

音
を
求
め
、
世
界
を
旅
し
、

深
化
と
進
化
を
重
ね
た
西
藤
大
信
の
真
価
音

花と緑と水のまち
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特集

お知らせ

行政改革の近況
現在、町では、財政状況や社会の変化に即した、
制度や役場組織の運営を見直す「行政改革」を行っています。

以前のやり方では対応できない

◦出産育児一時金についてお知らせします
◦被保険者証兼高齢者受給証の切り替えについてお知らせします
◦医療費適正化は健康づくりと上手な受診から

国保特集
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行政改革の近況
わたしたちの身の回りはめまぐるしい変化をとげています。
そのため、「昔はこれでよかった」というものが通用しない例も
少なくありません。
行政運営も同じように、社会の変化や住民ニーズの多様化に
常に対応できるよう、さまざまな行政運営の見直しが
必要になっています。
この見直しを行政改革といい、現在、町では、財政状況や
社会の変化に即した、行政組織の簡素合理化や
事務事業の効率化、職員数や給与の適正化など、
制度や役場組織の運営を見直す「行政改革」を行っています。

今号では、この行政改革の近況をお知らせします。

行
政
改
革
の
沿
革

昭
和
61
年
、そ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
本
町
で
し
た
が
、よ
り
効
率
よ
い
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、行
政
改
革
の
重
点
項

目
や
仕
組
み
を
計
画
し
た「
三
股
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
定
め
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
７
年
、同
11
年
に
そ
の

内
容
を
見
直
し
、時
代
に
即
し
た
行
財
政
運
営
を
進
め

て
き
ま
し
た
。近
年
に
な
る
と
、地
方
分
権
や
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
町
を
取
り
巻
く
著
し
い
環
境
の
変
化
か

ら
、
新
た
に
平
成
16
年
度
を「
行
財
政
改
革
元
年
」
と

位
置
付
け
、本
大
綱
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
、
国
は｢

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針｣

を
示
し
、

県
や
市
町
村
は
、17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
実
施
期
間
と
し
て
、事
務
事
業
の
再
編・整
理
、廃
止・

統
合
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
明
示
し

た｢

集
中
改
革
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、こ
の｢

集
中
改
革
プ
ラ
ン｣

と
同
様
の
計

画
で
あ
る｢

三
股
町
行
政
改
革
大
綱｣

を
平
成
16
年
度
に

改
訂
し
て
い
た
た
め
、こ
の
国
の
指
針
に
合
わ
せ
た
内

容
で
、結
果
的
に
は
21
年
度
ま
で
の
６
カ
年
計
画
と
な

る
行
政
改
革
を
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。

本
町
の
主
な
行
政
改
革
内
容（
数
字
は
年
度
）

昭
和
41　

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

昭
和
46　

社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
会
設
立
に
よ
る

　
　
　
　
　

保
育
所
業
務
切
り
離
し

昭
和
52　

町
職
員
給
与
制
度
の
見
直
し

昭
和
55　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

昭
和
57　

補
助
金
の
削
減
・
減
額

昭
和
58　

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

昭
和
60　

行
政
改
革
推
進
本
部
、同
委
員
会
の
設
置

昭
和
61　

行
政
改
革
大
綱
の
策
定

平
成
元　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
３　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
４　

電
算
稼
動
・
自
治
公
民
館
制
度
の
導
入

平
成
５　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
６　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

　
　
　
　

各
補
助
金
の
削
減（
５
㌫
カ
ッ
ト
）

平
成
７　

行
政
改
革
大
綱
の
改
訂

　
　
　
　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
８　

文
書
Ａ
判
化
へ
の
移
行

　
　
　
　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
９　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
10　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
11　

行
政
改
革
大
綱
の
改
訂

　
　
　
　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
12　

業
務
の
見
直
し

平
成
13　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
14　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

　
　
　
　

業
務
の
見
直
し
、職
員
一
部
不
補
充

平
成
15　

役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

　
　
　
　

業
務
の
見
直
し

　
　
　
　

職
員
一
部
不
補
充

　
　
　
　

町
単
独
補
助
金
総
額
３
㌫
削
減

　
　
　
　

事
務
事
業
評
価
幹
事
会
の
設
置

平
成
16　

行
政
改
革
大
綱
の
改
訂

以前のやり方では対応できない

今までもその時代に応じた行財政
運営の中で、さまざまな事業を行っ
てきましたが、地方分権をはじめ
とする近年の変化により、抜本的
な見直しが必要となってきました。
写真は改革について協議を重ねる
行政改革推進委員会メンバー
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「
行
財
政
改
革
元
年
」か
ら
の
取
り
組
み

平
成
16
年
、
行
政
改
革
に
あ
た
り
、
町
民
も
行
政
も

み
ん
な
が
あ
ら
た
め
て
共
通
の
思
い
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
目
指
し
、
共
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）
た
め
、
町
は「
行
政

改
革
推
進
委
員
」
を
公
募
。結
果
、住
民
代
表
９
人
と
知

識
経
験
者
２
人
、
町
議
会
議
員
１
人
の
計
12
人
が
委
員

と
な
り
、「
行
革
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
目
線
で
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
町
民
と
行
政
が
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
、
共
に
町
政
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
新
た
な

視
点
で
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
」
を
総
括
意
見
と

し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

町
は
大
綱
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
６
つ
の
柱
に
沿
っ

た
取
り
組
み
に
委
員
会
の
提
言
を
反
映
さ
せ
、
現
在
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
綱
の
６
つ
の
柱（
当
初
の
計
画
内
容
）に
沿
っ
た

平
成
16
年
度
以
降
の
主
な
取
り
組
み

※ 

青
文
字
は
取
り
組
ん
だ
も
の
。ま
た
、（ 

）内
は
取
り

組
ん
だ
時
期
ま
た
は
実
施
開
始
の
年
月

①
事
務
事
業
の
見
直
し

◦ 

計
画
、
着
手
し
た
事
業
も
そ
の
必
要
性
や
効
果
を
評

価
し
見
直
す

◦ 

敬
老
祝
金
支
給
事
業
支
給
要
件
の
見
直
し

　
（
平
成
17
年
４
月
）

◦ 

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
要
件
の
見
直
し

　
（
平
成
17
年
４
月
）

◦ 

午
前
６
時
の
時
報
廃
止（
平
成
17
年
４
月
）

◦ 

補
助
金
の
整
理
合
理
化
を
図
る

◦ 

町
単
独
補
助
金
の
削
減（
毎
年
度
３
㌫
減
）

◦ 

事
業
の
外
部
委
託
を
推
進
す
る

◦ 

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
の
見
直
し
に
よ
る
町
営
バ
ス
の

運
行
開
始（
平
成
19
年
４
月
）

◦ 

選
挙
の
執
行
体
制
の
見
直
し

（
投
票
所
の
統
合
15
カ
所
↓
11
カ
所「
平
成
18
年
９

月
町
長
選
挙
か
ら
実
施
」、
選
挙
投
票
時
間
の
繰
り

上
げ
、投
票
補
助
員
の
採
用
）

②
組
織
機
構
の
見
直
し

◦ 

組
織
機
構
の
総
点
検
で
人
的
配
置
を
全
面
的
に
見
直

す
◦ 

組
織
機
構
の
見
直
し

　
（
大
課
制
・
平
成
17
年
４
月
・
20
課
54
係
↓
10
課
30
係
）

◦ 

地
区
公
民
館
制
度
の
廃
止

　
（
平
成
17
年
４
月
廃
止
、地
区
分
館
へ
）

◦ 

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
を
検
討
す
る

◦ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　
（
平
成
18
年
４
月
）

◦ 
町
立
病
院
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　
（
平
成
18
年
４
月
）（
平
成
21
年
４
月
、民
間
へ
譲
渡
）

◦ 
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
清
流
園
」
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入（
平
成
18
年
９
月
）

◦ 

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入（
平
成
18
年
９
月
）

③
定
員
管
理
、給
与
の
適
正
化

◦ 

退
職
職
員
の
不
補
充
な
ど
で
職
員
を
削
減
す
る

◦ 

職
員
数
の
削
減（
５
年
間
で
目
標
10
㌫
削
減
）

　
※
表
１
〜
表
２

◦ 

適
正
な
給
与
水
準
の
維
持
に
努
め
る

◦ 

国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
、
県
内
市
町
村
の
給
与
水

準
に
準
じ
て
随
時
適
正
水
準
の
維
持
に
努
め
て
い
る

　

※
表
３

◦ 

効
率
的
な
組
織
体
制
を
つ
く
り
、諸
手
当
を
見
直
す

◦ 

町
長（
10
㌫
）、
副
町
長（
５
㌫
）、
教
育
長（
５
㌫
）

の
報
酬
削
減（
平
成
17
年
４
月
）

◦ 

収
入
役
の
未
設
置（
平
成
17
年
７
月
か
ら
未
設
置
・

平
成
19
年
４
月
廃
止
）

◦ 

議
会
議
員
定
数
削
減

　
（
平
成
19
年
４
月
定
数
を
18
人
↓
12
人
）

◦ 

農
業
委
員
定
数
削
減

　
（
平
成
17
年
７
月
定
数
を
20
人
↓
14
人
）

◦ 

各
種
委
員
会
な
ど
の
定
数
削
減

　
（
任
期
満
了
後
２
割
削
減
）

※�

三
役
の
報
酬
削
減
や
議
会
議
員
、
農
業
委
員
な
ど
各

種
委
員
の
定
数
削
減
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の

報
酬
が
適
正
で
あ
る
か
を
、
町
内
有
識
者
６
人
で
構

成
さ
れ
る
特
別
職
報
酬
審
議
会
で
昨
年
９
月
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、平
成
６
年
度
以
降
、報
酬

が
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
類
似
団
体
と
比
べ
て

そ
の
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
審
議

会
は
５
㌫
の
報
酬
ア
ッ
プ
を
町
長
に
答
申
。し
か
し

な
が
ら
、
桑
畑
町
長
は
大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

今
す
ぐ
の
報
酬
改
定
は
適
切
で
な
い
と
判
断
、12
月

議
会
中
、
議
会
に
対
し
て
議
会
へ
の
議
案
提
出
を
見

送
る
こ
と
を
表
明
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

④
健
全
な
財
政
運
営
の
確
立

◦ 

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
適
正
な
使
用
料
、
手

数
料
を
設
定
す
る

◦ 

公
共
施
設
な
ど
の
使
用
料
、手
数
料
の
見
直
し

　
（
平
成
17
年
４
月
）

◦ 

一
層
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、諸
経
費
を
削
減
す
る

◦ 

未
利
用
地
や
低
利
用
地
の
町
有
財
産（
行
政
財
産
）

の
処
分（
随
時
）

◦ 

公
用
車
の
集
中
管
理
、助
役
・
議
長
専
用
車
の
廃
止

　
（
平
成
18
年
７
月
）

◦ 

町
長
専
用
車
の
廃
止（
平
成
20
年
９
月
）

◦ 

普
通
会
計
財
政
健
全
化
計
画
・
水
道
事
業
会
計
経
営

健
全
化
計
画
策
定（
平
成
19
年
）

⑤
行
政
の
情
報
化
推
進

◦ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
な
ど
情
報
通
信
網
の
構
築
に
努

め
る

◦ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備

　
（
全
地
域
利
用
可
能
・
平
成
16
年
〜
19
年
に
整
備
）

⑥
住
民
参
加
の
促
進
と
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

◦ 

広
報
広
聴
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
を
進
め
る

◦ 

意
見
箱
の
設
置

　
（
意
見
提
言
の
募
集
・
平
成
20
年
６
月
）

平
成
21
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
い
ま
す
の
で
、そ

の
後
は
、こ
れ
ら
の
効
果
や
新
た
な
課
題
な
ど
を
検
証

し
、今
後
の
行
政
改
革
に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

役
場
、
中
央
公
民
館
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総
合

文
化
施
設
、元
気
の
杜
の
５
カ
所
に
意
見
箱
、意
見
・
提

言
記
入
用
紙
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
へ
の

投
函
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。行
政
改
革
に
対
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課　
企
画
政
策
係

　

☎
52
︱
１
１
１
１（
内
線
２
２
４
）

表３．給与（ラスパイレス指数）の推移
年　度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

三 股 町 93.9 93.2 93.8 95.8 －
県内町村平均 92.7 93.2 92.7 97.2 －
県内市平均 98.3 98.5 98.1 98.8 －
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の職員給与水準を示す指数です

表２．職員数の状況（類似団体との比較）
人　口 職 員 数 人口1,000人あたりの職員数

三 股 町 25,102 151 6.11
類似団体 30,790 218 7,07

※人口は平成20年３月31日現在の住基人口、職員数は同４月１日現在の職員数です
※公営企業（水道、病院）、特別会計（国保、介護保険など）の職員は含みません
※類似団体とは、全国の市町村のうち、人口規模と産業構造が似ている団体のことで、
　本町との類似団体は全国に153団体あります

行政改革の近況
以前のやり方では対応できない

近年の施策により行ってきた事業の例です
写真上／平成18年4月から指定管理者制
度を導入した町立病院。今年4月には民間
医療機関への譲渡が決まった
写真中／廃止路線代替バスとして町が運営
するコミュニティバス「くいまーる」。現
在3台のバスが稼動
写真下／平成20年6月から5カ所の公共
施設に設置された意見箱。町民のまちづく
りへの意見を募集している

表１．職員定員適正化計画の目標値と現況

実　績 （人）
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年数値目標

職 員 数 204 203 193 183 － 185
退職者数 -9 -10 -12 － － －
採用者数 8 0 0 2 － －

※職員数はすべて４月１日を基準日としています
※退職者数は3月31日、採用者数は４月１日を基準日としています
※職員数には教育長、公営企業（水道、病院）、特別会計（国保、介護保険など）の職員を含みます
※平成17年の採用者数は、1市4町の合併に伴い、都北衛生センター職員が本町職員となった数です

職員定員適正化計画
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年数値目標

職員見込み数 203 202 199 194 188 185
退職見込み数 -9 -3 -5 -12 -7 －
採用見込み数 8 0 0 6 4 4
※�平成17年の採用見込み数は、本計画当時、１市４町の合併に伴い、都北衛生センター職員が
本町職員となる予定だった数です
※退職見込み数は３月31日、採用見込み数は４月１日を基準日としています
※職員数には教育長、公営企業（水道、病院）、特別会計（国保、介護保険など）の職員を含みます

★�宮崎県市町村課によると、平成17年度から５年間で削減目標を定めた県内30
市町村のうち、平成20年４月１日現在で目標を達成したしたのは本町を含む
９町１村となっています。
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出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

請
求
先
に
つ
い
て

三
股
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人（
被
保
険
者
）
が
出
産
し
た
と

き
は
、
国
保
に
出
産
育
児
一
時
金
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。出
生
届
を

提
出
す
る
と
き
に
は
、
出
産
育
児
一
時

金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

勤
務
先
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
場
合
と
、
出
産
し
た
日
か
ら

６
カ
月
以
内
に
出
産
し
た
本
人
が

１
年
以
上
勤
務
し
た
会
社
を
退
職

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る

ま
た
は
加
入
し
て
い
た
社
会
保
険

な
ど
に
出
産
育
児
一
時
金
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

出
産
育
児
一
時
金
の
請
求
は
国
保

に
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
は
勤
務
先
の
保
険
担

当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
に
つ
い
て

被
保
険
者
が
、
出
産
し
た
と
き（
妊

娠
12
週（
満
84
日
）
を
超
え
て
の
死
産
・

流
産
も
含
む
）、
申
請
に
よ
り
当
該
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帯
主
に
出
産
育
児

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時
金
は
、
出

産
日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
請

求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
産
科
医
療
保
障
制
度
と
は
…

出
産
に
際
し
て
赤
ち
ゃ
ん
が

重
度
の
脳
性
ま
ひ
と
な
っ
た
場

合
に
補
償
す
る
制
度
で
、宮
崎
県

内
の
す
べ
て
の
分
娩
機
関
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、
分

娩
機
関
や
母
子
手
帳
の
交
付
窓

口（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）
で

差
し
上
げ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、制
度
の
詳
細
や
全
国
の
加
入

分
娩
機
関
に
つ
い
て
は
、
産
科

医
療
保
障
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.sanka-hp.

jcphc.or.jp/

）
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

委
任
払
制
度
に
つ
い
て

出
産
後
に
国
保
か
ら
支
給
さ
れ
る
出

産
育
児
一
時
金
の
受
領
を
、
出
産
す
る

医
療
機
関
に
委
任
し
出
産
費
用
に
充
て

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
る
と
出
産
費
用
か
ら
最
大
38
万
円

を
差
し
引
い
た
分
を
分
娩
機
関
に
支
払

う
こ
と
に
な
り
、
出
産
時
に
高
額
な
費

用
を
準
備
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

支　給　額

１
児
に
つ
き
38
万
円

た
だ
し
、
産
科
医
療
保
障
制
度
※
に

加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
以
外
で
の

出
産
ま
た
は
平
成
20
年
12
月
末
ま
で

の
出
産
は
、
35
万
円

手続きに必要なもの

◦
被
保
険
者
証

◦
母
子
健
康
手
帳

◦
印
か
ん

◦
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
、

　

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

◦
出
産
費
用
の
領
収
書
・
請
求
書
な
ど

◦
死
産
・
流
産
の
場
合
は
、

　

医
師
の
証
明
書
な
ど

こ
の
制
度
の
利
用
は
任
意
で
す
が
、

ご
利
用
の
場
合
は
出
産
前
に
必
ず
国
保

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国保特集

コ
コ
を
確
認
！

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

｢

ど
う
せ
な
ら
大
病
院｣

と
い
う
志

向
は
、
よ
い
受
診
方
法
と
は
い
え
ま
せ

ん
。大
病
院
は
本
来
高
度
医
療
を
担
当

す
る
医
療
機
関
。
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調

不
良
で
受
診
す
る
と
、
高
度
医
療
を
必

要
と
す
る
人
の
妨
げ
と
な
り
、
紹
介
状

が
な
け
れ
ば
医
療
費
も
高
く
な
り
ま
す
。

身
近
な
診
療
所
な
ど
の｢

か
か
り
つ
け

医｣

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
て
い
ね
い
な

診
察
が
期
待
で
き
、
必
要
に
応
じ
て
検

査
や
治
療
の
た
め
の
専
門
医
な
ど
も

紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
長
く
付

き
合
う
こ
と
で
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、

日
々
の
健
康
管
理
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

上
手
な
か
か
り
つ
け
医
の
選
び
方
、

付
き
合
い
方

◦ 

近
所
の
開
業
医
な
ど
の
通
い
や
す
い

医
療
機
関
を
選
ぶ

医
療
費
適
正
化
は

健
康
づ
く
り
と

上
手
な
受
診
か
ら

◦ 

自
分
と
の
相
性
の
い
い
お
医
者
さ
ん

を
選
ぶ

◦ 

健
康
診
断
の
結
果
な
ど
は
報
告
し
て

お
く

ム
ダ
な
重
複
受
診
を
避
け
る
コ
ツ

◦ 

信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

◦ 

不
安
や
疑
問
は
納
得
い
く
ま
で
相
談

す
る

◦ 

ほ
か
の
医
療
機
関
に
い
く
時
は
紹
介

状
を
も
ら
う

定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◦ 

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
病
気

の
予
防
と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
重
要
で
す
。特
に
生
活
習

慣
病
の
多
く
は
、
進
行
す
る
ま
で
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
病
気
で

す
。定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
健
康

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
の
発
見
や
治
療
の
み
な
ら
ず
、

毎
年
の
結
果
の
変
化
か
ら
異
変
に

早
め
に
気
づ
き
、
日
々
の
生
活
改
善

で
病
気
の
芽
を
つ
み
と
り
ま
し
ょ

う
。

ム
ダ
な
時
間
外
受
診
を
避
け
る
コ
ツ

◦ 

自
分
や
家
族
の
健
康
状
態
を
き
ち
ん

と
把
握
す
る

◦ 

お
医
者
さ
ん
か
ら
状
態
変
化
へ
の
対

応
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

◦ 

乳
幼
児
な
ど
は
軽
い
症
状
で
も
昼
間

の
う
ち
に
受
診
す
る

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト

◦ 

薬
の
服
用
方
法
や
副
作
用
の
説
明
が

受
け
ら
れ
る

◦ 

薬
に
つ
い
て
疑
問
を
気
軽
に
相
談
で

き
る

◦ 

医
療
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て

く
れ
る

健
康
づ
く
り
は

医
療
費
節
約
の

基
本
で
す
！

食
生
活
の
改
善
ヒ
ン
ト

◦ 

腹
八
分
目
を
守
る

　

…
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

◦ 

脂
質
を
控
え
る

　

…
外
食
の
回
数
を
減
ら
す　

 

◦
朝
食
を
抜
か
な
い

　

… 

夕
食
を
就
寝
３
時
間
前
に
は
す
ま

せ
る

◦ 

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

… 

週
に
１
回
は
休
肝
日
を
！　
　
　

野
菜
な
ど
の
つ
ま
み
と
と
も
に

運
動
習
慣
の
改
善
ヒ
ン
ト

◦ 

な
る
べ
く
歩
く
習
慣
を

◦ 

空
き
時
間
を
無
駄
に
し
な
い

　

… 

起
床
・
就
寝
時
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
を

◦ 

家
事
や
仕
事
で
こ
ま
め
に
動
く

◦ 

休
日
を
活
用
す
る

そ
の
ほ
か
の
改
善
ヒ
ン
ト

◦ 

禁
煙
に
挑
戦
す
る

　

… 

喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、さ
ま

ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
招
き
ま
す

◦ 

休
養
を
確
保
す
る

◦ 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

被
保
険
者
証
兼

高
齢
者
受
給
証
の

切
り
替
え
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

本
来
で
あ
れ
ば
、
被
保
険
者
証
の
切

り
替
え
は
、
毎
年
７
月
末
に
一
斉（
郵

送
）
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、70
歳
か
ら
74

歳
の
被
保
険
者
で
、
次
の
よ
う
な
表
示

の
あ
る
被
保
険
者
証
兼
高
齢
者
受
給
証

を
お
持
ち
の
人
は
、
切
り
替
え
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

制
度
改
正
に
よ
っ
て
70
歳
か
ら
74
歳

の
人
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
と

き
に
支
払
う
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人（
負
担
割
合

３
割
）、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

人
を
除
き
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
は
１
割
に
据
え

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
平
成
22

年
３
月
ま
で
継
続
さ
れ
１
割
と
な
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

該
当
者
に
は
新
た
な
被
保
険
者
証
を

平
成
21
年
3
月
末
ま
で
に
送
付
予
定
で

す
。



　

外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー
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バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
大
昔
か
ら
の
休

日
で
す
。
元
々
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
渡
来
し

て
世
界
に
広
が
り
ま
し
た
が
、
国
々
の
習

慣
に
よ
っ
て
、
祝
い
方
が
少
し
ず
つ
変
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

は
女
性
が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
あ
げ
、

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
は
男
性
が
女
性
に
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
あ
げ
ま
す
。

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
は
な
く
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
男

性
も
女
性
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
ら
え
ま

す
。
普
通
は
恋
人
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
あ

げ
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
恋
人
の
い
な
い

人
は
友
達
に
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
カ
ー
ド
を

同
級
生
に
あ
げ
る
の
で
す
。

ほ
か
の
国
を
み
て
み
る
と
、も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
祝
い
方
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。例
え

ば
韓
国
で
は
、４
月
14
日
に「
ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
ら

わ
な
か
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
と
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
を
忘
れ

る
た
め
に
一
緒

に
お
酒
を
飲
む

そ
う
で
す
。

交通事故は
もうたくさん

わ
た
し
が
起
こ
し
た
事
故
の
被
害
者
は
、

ま
だ
24
歳
の
新
婚
の
女
性
で
し
た
。
彼
女
は

実
家
へ
楽
し
か
っ
た
新
婚
旅
行
の
報
告
に
行

き
、
ご
主
人
の
待
つ
新
居
へ
帰
る
途
中
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
日
わ
た
し
は
、
職
場
で
開
か
れ
た
さ

さ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
の
幹
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
会
の
間
中
、
忙
し
く
飲
み
物
を
口
に
で

き
な
か
っ
た
わ
た
し
は
、
会
場
の
後
片
付
け

を
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
酒
を
飲
み
始
め
た
時
、

既
に
間
違
い
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

片
付
け
が
終
っ
た
時
に
は
、
何
杯
飲
ん
だ

か
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
酔
っ
て
い
ま
し
た

が
、
家
ま
で
は
通
い
な
れ
た
道
を
車
で
ほ
ん

の
５
分
の
距
離
だ
っ
た
の
で
、
少
し
寄
り
道

を
し
て
後
輩
を
駅
ま
で
送
っ
て
帰
っ
て
も
平

気
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
酔
っ
て
鈍
っ
た
頭

に
は
飲
酒
運
転
の
危
険
性
す
ら
思
い
浮
か
ば

ず
、
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
調
子
付
い
た
わ
た

し
た
ち
は
そ
の
ま
ま
カ
ラ
オ
ケ
に
行
こ
う
と

言
い
だ
し
た
の
で
す
。

事
故
は
カ
ラ
オ
ケ
へ
向
か
う
直
線
が
続
く

道
路
で
起
き
ま
し
た
。
事
故
現
場
ま
で
の
数

百
㍍
を
わ
た
し
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
急
に

眠
た
く
な
っ
た
わ
た
し
は
運
転
中
に
眠
っ
て

し
ま
い
、
助
手
席
に
い
た
後
輩
の「
ブ
レ
ー

キ
、
ブ
レ
ー
キ
」と
い
う
叫
び
声
で
気
が
付

い
た
時
に
は
す
べ
て
が
手
遅
れ
で
し
た
。

わ
た
し
の
車
は
信
号
待
ち
で
停
車
し
て
い

た
車
の
列
の
最
後
尾
に
、
小
雨
で
ぬ
れ
た
路

面
を
ス
リ
ッ
プ
し
な
が
ら
突
っ
込
み
、
そ
の
ま

ま
対
向
車
線
に
飛
び
出
し
て
走
り
続
け
、
対
向

車
も
含
め
た
５
台
目
の
車
に
当
た
る
ま
で
勢
い

は
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
事
故
の
状
況
は
数
日
後
警
察
で
知
ら
さ

れ
た
も
の
で
、
事
故
直
後
の
わ
た
し
に
は
自
分

の
車
が
ど
う
動
い
た
か
も
何
も
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
だ
、
大
変
な
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
、
人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
こ

と
だ
け
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
衝
突
で
変
形

し
た
ド
ア
を
外
の
人
た
ち
に
こ
じ
開
け
て
も

ら
っ
て
助
け
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
窓
か
ら
は

わ
た
し
の
車
が
は
ね
飛
ば
し
た
原
付
バ
イ
ク
と

倒
れ
た
ま
ま
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い
運
転
手
の

姿
が
見
え
て
い
た
の
で
す
。
車
か
ら
出
さ
れ
た

わ
た
し
は
ま
っ
す
ぐ
に
そ
の
人
の
側
に
行
き
ま

し
た
。
暗
い
路
肩
で
小
柄
な
人
影
が
丸
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
病
院
で
注
射
で
眠
ら

さ
れ
る
ま
で「
お
れ
は
人
殺
し
だ
」と
叫
び
続
け

た
こ
と
だ
け
を
覚
え
て
い
ま
す
。

両
親
に
伴
わ
れ
て
、
や
っ
と
ご
遺
族
へ
の
謝

罪
に
伺
っ
た
の
は
、
事
故
か
ら
既
に
10
日
が
過

ぎ
た
退
院
の
翌
日
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
仕

打
ち
も
覚
悟
し
て
い
た
わ
た
し
に
対
し
ご
遺

族
の
方
々
は
冷
静
に
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
足
が
折
れ
て
い
た
な
ら
這は

っ
て
で
も
通
夜

に
出
席
し
て
、
傷
つ
き
変
わ
り
果
て
た
あ
の
子

の
顔
を
見
て
ほ
し
か
っ
た
。
あ
な
た
は
自
分
が

し
た
こ
と
の
結
末
を
き
ち
ん
と
見
る
べ
き
だ
っ

た
」そ
し
て「
酒
に
酔
っ
て
運
転
を
し
た
あ
な
た

Ｍ
・
Ｕ　

29
歳　

学
校
職
員

無
残
に
引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
新
婚
家
庭は

人
殺
し
だ
。
わ
た
し
は
あ
な
た
を
絶
対
許

さ
な
い
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

静
か
な
言
葉
の
中
に
深
い
悲
し
み
と
怒
り

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ご

遺
骨
の
周
り
に
は
幸
せ
そ
う
な
新
婚
旅
行
の

写
真
が
何
枚
も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
事
故
は
、
わ
た
し
が
罪
の
意
識
も

無
い
ま
ま
に
飲
酒
運
転
を
続
け
て
い
る
限
り
、

い
つ
か
必
ず
起
き
ね
ば
な
ら
な
い
事
故
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
、
わ
た
し
は
懲
役
１
年
６
カ
月
の
刑
に

服
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
自
分
が
ご
遺
族
の

立
場
だ
っ
た
ら
と
思
う
と
、
こ
の
程
度
の
刑

で
と
て
も
自
分
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
刑
期
が
終
わ
っ
て
も
、
賠
償
金
を

支
払
っ
て
も
、
亡
く
な
っ
た
方
が
生
き
返
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
、
こ
の
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
罪
を
償
え
る
方
法
な
ど

果
し
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

刑
務
所
の
中
で
、
わ
た
し
は
今
も
考
え
て

い
ま
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
11
位
／
平
成
20
年
11
月
30
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

高
校
演
劇
県
大
会
を
開
催

11
月
16
日
に『
第
30
回　

宮
崎
県
高
等

学
校
総
合
文
化
祭　

―

演
劇
部
門 

県
大
会 

―

』を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
の
出
場
校

は
、〈
妻
高
等
学
校
・
宮
崎
大
宮
高
等
学
校
・

都
農
高
等
学
校
・
宮
崎
南
高
等
学
校
・
延
岡

高
等
学
校
・
小
林
高
等
学
校
〉の
６
校
で
、ど

の
学
校
も
高
校
生
な
ら
で
は
の
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
演
技
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
校
は
、
延
岡
高
等
学
校
で
作
品
は

鵜
濱
咲
紀 

作「Fourth Love Stories

」。

甘
ず
っ
ぱ
い
初
恋
、不
器
用
な
大
人
の
恋
、悲

し
い
恋
、
そ
し
て
…
。
と
い
う
４
つ
の
物
語

を
つ
む
い
だ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を
女
子
部
員

４
人
と
い
う
人
数
で
１
人
何
役
も
見
事
に
演

じ
き
り
、
会
場
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

活
動
20
周
年
！
小
さ
な
音
楽
会

12
月
12
日
と
14
日
の
2
日
間
で
＂

２
０
０
８　

小
さ
な
音
楽
会 

活
動
20
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
＂
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
の
12
日
は
、『
日
本
の
彩
〜
花
鳥
風
月

〜
』と
題
し
て
、
時
代
を
彩
る
愛
唱
歌
・
叙

情
歌
、
懐
か
し
の
童
謡
な
ど
が
歌
わ
れ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
し
て
日
本
の
四
季
や
風

景
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
構
成
と
な
っ

て
い
て
、
会
場
に
足
を
運
ん
だ
観
客
も
、
懐

か
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

14
日
は『
お
い
で 

お
い
で X

'm
as 

X
'm

as

コ
ン
サ
ー
ト
』を
開
催
し
ま
し
た
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

も
一
緒
に
、０
歳
児
か
ら
楽
し
め
る
数
少
な

い
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

踊
り
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
な
ど

を
織
り
交
ぜ
た
参
加
型
の
内
容
に
、
観
客
も

一
緒
に
体
を
動
か
し
た
り
、歌
っ
た
り
と
、と

て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

２
〜
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆[

２
月
21
日（
土
）]

　
『
西
藤
大
信　

JA
ZZ

』

☆[

３
月
１
日（
日
）]

　
『
紙
ふ
う
せ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
』

図
書
館
購
入
視
聴
覚
資
料

　

図
書
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑

誌
の
ほ
か
、
視
聴
覚
資
料
も
購
入
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
６
６
２
点
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
85
）名

曲
ア
ル
バ
ム（
14
）そ
の
時
歴
史
が
動
い
た

（
10
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ（
20
）グ
レ
ー
ト

ジ
ャ
ー
ニ
ー（
８
）三
股
町
に
伝
承
さ
れ
る

郷
土
芸
能（
13
）自
然
な
ぜ
な
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
図

鑑（
14
）サ
ン
リ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（
24
）日

本
百
名
湯（
10
）ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
児
童
、

洋
画
、
邦
画 

ほ
か

◦
ビ
デ
オ（
２
０
７
４
点
）

作
家
ほ
っ
と
た
い
む（
25
）ビ
デ
オ
ア
ニ
メ

文
学
館（
35
）名
作
ビ
デ
オ
絵
本（
30
）日

本
昔
ば
な
し（
31
）新
世
界
紀
行（
28
）20

世
紀
の
記
録（
31
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ（
68
）

四
季
の
車
窓（
24
）街
道
を
ゆ
く（
16
）世
界

遺
産（
36
）世
界
美
の
旅（
30
）野
鳥
百
景

（
19
）日
本
海
水
魚
図
鑑（
10
）在
宅
介
護

の
基
礎
と
実
践（
20
）淀
川
長
冶
名
作
映
画

ベ
ス
ト
＆
ベ
ス
ト（
98
）黒
澤
明
監
督
作
品

（
21
）男
は
つ
ら
い
よ（
47
）な
ん
で
も
実
験

（
15
）手
話（
12
）能･

狂
言（
12
）歌
舞
伎･

文
楽（
10
）日
本
俳
句
紀
行（
12
）ガ
ー
デ

ニ
ン
グ（
16
）登
山
学
校（
10
）フ
ィ
ッ
シ
ン

グ（
６
）キ
ャ
ン
プ（
７
）茶（
11
）ゴ
ル
フ

（
６
）健
康
、
園
芸
、
音
楽
、
文
学 

ほ
か

◦
Ｃ
Ｄ（
２
７
５
１
点
）

日
本
の
う
た
ふ
る
さ
と
の
う
た（
14
）母
と

子
の
音
楽（
14
）全
日
本
吹
奏
楽（
45
）Ｎ
Ｈ

名
曲
ア
ル
バ
ム（
28
）落
語
名
人
寄
席（
27
）

源
氏
物
語（
１
２
７
）朗
読
日
本
詩
歌
全
集

（
６
）向
田
邦
子
作
品
集（
14
）ラ
ジ
オ
深
夜

便（
39
）ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ソ
ウ
ル
、
ジ
ャ
ズ
、

ロ
ッ
ク
、
歌
謡
曲
、
演
歌
、
児
童 

ほ
か

※�

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、ビ
デ
オ
は
館
内
で
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・
祝

日
・
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４

日
）・
第
３
水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館

内
資
料
一
斉
点
検（
年
１
回
15
日
以
内
）

参加型のコンサートに多くの家族連れが参加。「 小さな音楽会 」

若さあふれる演技で会場を魅了した高校演劇件大会

視聴覚資料も豊富に取りそろえています

さまざまなジャンルの雑誌を定期購読しています

エリック・ファヤストン

バレンタインデーを
知っていますか？

Valentine's Day
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県知事表彰の堂領さん（左）と
白尾さん（右）

お
め
で
と
う
！

３
６
１
人
が

新
成
人
に
！

平
成
21
年
の
三
股
町
成
人
式
は
、

１
月
５
日
、
町
立
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
３
６
１
人

（
男
性
１
８
０
人
、
女
性
１
８
１

人
）で
、
う
ち
２
９
９
人
が
本
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
新
成
人
の
髙
橋
郁
美
さ

ん（
勝
岡
地
区
）
が
先
導
役
を
務

め
、
出
席
者
全
員
で
町
民
憲
章
を

読
み
上
げ
た
後
、
桑
畑
町
長
が
代

表
の
吉
留
瑞
樹
さ
ん（
植
木
地
区
）

と
宮
里
愛
美
さ
ん（
宮
村
地
区
）

の
２
人
に
成
人
証
書
を
授
与
。
桑

畑
町
長
は「
今
日
を
新
た
な
出
発

点
と
し
て
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発
想

と
実
行
力
で
今
後
活
躍
し
て
ほ
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
長
友
は
る
か
さ
ん（
稗

田
地
区
）が
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
意
見
を
発
表
。
長
友
さ

ん
の
力
強
い
決
意
に
、
場
内
は
大

き
な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
三
股
中
学
校
当
時
の

写
真
や
担
任
教
諭
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
な
ど
３
部
構
成
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
合
間

に
は
抽
選
会
も
催
さ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。　

な
お
、
本
成
人
式
は
、
新
成
人

７
人
と
来
年
成
人
を
迎
え
る
２
人

の
計
９
人
が
実
行
委
員
と
し
て
企

画
運
営
を
行
い
、
独
創
性
に
富
ん

だ
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

成人式実行委員長
原田百合加さん

「実行委員同士、けん命に意見
を出し合って出来上がりまし
たので、わたしにとっても心に
残るいい成人式となりました」

平
成
21
年
の
新
春
を
飾
る
三
股

町
消
防
出
初
式
は
、１
月
11
日
、岩

下
橋
下
流
の
河
川
敷
で
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
団
員
の
士
気
高
揚
と

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
町

と
町
消
防
団（
中
村
修
一
団
長
、１

６
０
人
）が
共
催
で
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
式
典
に
先
立
ち
、
消
防

車
両
14
台
に
よ
っ
て
、
役
場
か
ら

会
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
で
は
桑
畑
町
長
が
点
検
長

と
な
り
、
機
動
本
部
か
ら
第
７
部

ま
で
の
各
部
の
服
装
や
規
律
、
機

械
器
具
の
整
備
状
況
、
発
水
の
所

用
時
間
な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
11
カ
所
の

保
育
園
で
組
織
さ
れ
る「
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
」が
か
わ
い
い
放
水
を

行
っ
た
ほ
か
、
業
務
に
長
年
功
績

の
あ
っ
た
団
員
や
家
族
、
退
職
者

な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
終
始
厳
粛
な
中
に
消
防

団
の
気
迫
と
見
事
な
規
律
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

出
初
式
点
検（
通
常・備
品
）・発
水

の
総
合
結
果　
　

１
位
／
第
７
部

２
位
／
第
５
部　

３
位
／
第
１
部

受
賞
者（
敬
称
略
）

【
県
知
事
表
彰
】

堂
領
善
満
、白
尾
知
之

（
内
助
の
功
）
野
崎
真
理
江
（
第
５
部

班
長
夫
人
）

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

（
功
績
章
）
西
村
健
一

（
精
績
章
）
荒
武
久
博
、横
田
耕
二

（
内
助
の
功
）
朝
倉
よ
り
子
（
第
５
部

長
夫
人
）

【
県
消
防
協
会
都
城
支
部
長
表
彰
】

（
部
）
第
７
部
兒
玉
昭
人
部
長
以

下
17
人

（
団
員
）
兒
玉
昭
人
、
田
尻
和
吉
、

大
田
原
俊
一
、福
永
健
二

【
町
長
表
彰
】

（
一
般
）
藤
井
健
二
、川
崎
極
、高

山
大
器
、
木
下
浩
二
、
原
田
修

平
、時
吉
勝
也
、山
元
清
美
、落

合
和
男
、堀
内
誠

（
永
年
・
15
年
以
上
勤
続
団
員
の
家
族
）

轟
木
早
代
（
第
５
部
副
部
長
夫
人
）、

佐
澤
浩
美
（
第
７
部
班
長
夫
人
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

（
退
職
報
償〈
銀
盃
〉受
賞
）

上
原
雅
彦
（
＝
前
機
動
本
部
長
）、

別
府
隆
人
（
＝
前
第
３
部
班
長
）、

足
立
綾
夫
（
＝
前
第
１
部
団
員
）

【
団
長
表
彰
】

（
一
般
団
員
）
大
村
一
明
、
大
岩
根

猛
、小
谷
賢
治
、児
玉
俊
介
、松

山
健
一
、
東
寛
之
、
中
内
竜
太
、

木
下
邦
春
、
蔵
元
裕
介
、
柚
木

�
安
幸
、
西
郷
武
晴
、
山
元
博
、

新
坂
雄
二
、
福
留
裕
二
、
東
崇

志
、福
永
誠
、津
曲
浩
二

【
都
城
地
区
農
業
共
済
組
合
長
表
彰
】

（
最
優
秀
賞
）
第
１
部

（
優
秀
賞
）
機
動
本
部
、第
２
部

﹁
消
防
出
初
式
﹂

見
事
な
規
律
で

ラッパ隊の演奏が
式典に花を添える

川野賢太朗くん（右・すみれ保育園）の
指揮のもと、かわいい発水を見せた幼
年消防クラブ（上）

多くの観客を魅了した発水訓練 総勢160人の分列行進 械器具点検。日ごろの器具整備も審査対象 通常点検では、規律、服装などを審査 消防車両14台が町内をパレード

色鮮やかな発水は圧巻

今回の式を企画した実行委員の９人 恩師との思わぬ再会に感激する場面も 抽選会も行われ、式も盛り上がった 成人証書を手にする新成人たち

意見発表する長友はるかさん 代表で成人証書を受け取る吉留瑞樹さん（右）と宮里愛美（左）さん
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◎小学校
■入学式期日＝４月10日（金）
■入学予定者＝
　�平成14年４月２日〜平成15年４月１
日の間に生まれた児童

◎中学校
■入学式期日＝４月９日（木）
■入学予定者＝
　�平成8年４月２日〜平成９年４月１日
の間に生まれた児童

※�対象家庭には２月上旬までに「入学通
知書」を郵送します。次の場合は、教育
課学校教育係までお知らせください。
　◦�２月下旬になっても通知書が届かない
　�◦町外への転出予定
　◦�国公立または私立小・中学校へ入学
予定

※�「入学通知書」は入学式当日に必要で
す。紛失しないようご注意ください。
また、紛失した場合はすぐに下記まで
ご連絡ください。
■問い合わせ・連絡先
　教育課　学校教育係
　☎52−1111（内線423）

　町教育委員会では平成21年度小規模
特認校への転入学を希望する児童を募集
します。これは、一定の条件のもとに通
学区域外への転入学を認めるものです。
■小規模特認校＝長田小学校
■転入学の条件＝
　�転入学を希望する児童の本来通学す
べき学校が三股小・勝岡小・三股西小
であること。

　①学校長の意見書が必要です。
　②保護者の責任が伴います。
　③�転入学の就学期間は１年以上の通

年通学ができる児童とします。
■募集期間＝２月20日（金）まで
■申し込み・問い合わせ
　教育課　学校教育係
　☎52−1111（内線423・425）

町では現在、三股駅舎の改修工事を
行っています。この工事により、駅機能
だけでなく、高齢者をはじめとした多世
代間の交流ができる施設へと生まれ変わ
る予定です。
駅利用者をはじめ、工事期間中は、皆
さんにご迷惑をお掛けしますが、ご理解
とご協力をよろしくお願いします。
■工事期間＝３月31日まで（予定）
■工事に伴う影響＝
　①�駅構内への通路が西側に変更され

ています
　②�券売機と自動販売機を駐輪場付近

に臨時設置します（駐輪場の一部が
使用できません）

■問い合わせ
　福祉課　介護高齢者係
　☎52−1111（内線162）または
　総務企画課　企画政策係
　☎52−1111（内線224）

交通災害共済は、交通事故により死亡・
障害・ケガをした場合に、お互いに助け
合い、見舞金を支払う制度です。次のと
おり加入申し込みを受け付けします。
■共済期間＝
　４月１日〜平成22年３月31日
■募集期間＝３月31日まで　
■�加入資格＝三股町に住民登録または
外国人登録をしている人

※�就学（学生）のため一時的に町外に転出

している人も加入できます。
■申込方法＝申込書に必要事項を記入
し共済掛金を添えて支部長・役場（案
内窓口）・郵便局（ゆうちょ銀行）でお
申し込みください。

☆�申し込み用紙は、２月１日以降に支部
長・役場（案内窓口）で配布します。
■共済掛金＝１人につき500円
■交通災害共済の窓口＝役場　案内
■問い合わせ
　役場案内窓口
　☎52−1111（内線182）

宝くじの収益金は、市町村の明るいま
ちづくりや環境対策、高齢化対策など地
域住民の福祉向上に使われています。こ
のほど、財団法人自治総合センターでは
「宝くじ普及広報事業」の一環として、山
王原自治公民館の放送設備整備と、大野
自治公民館の放送設備整備、東原自治公
民館の放送設備整備にそれぞれ助成を行
いました。コミュニティ組織の活性化や
円滑な活動に役立つものと期待されます。
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線431）
　総務企画課　企画政策係
　☎52−1111（内線224）

清掃工場定期点検整備のため、次の期
間は、個人・業者にかかわらず粗大ごみ
（木製家具・畳類・布団類・カーペット
など）、せん定くず、草木などの搬入が
できません。大変ご迷惑をお掛けします
が、ご理解、ご協力をお願いします。
■搬入規制期間＝
　２月２日（月）〜３月10日（火）
工期などの都合により、規制期間の変
更もありますので、必ず清掃工場へ確認
してから搬入してください。また、整備
期間以降も破砕機が使用できない場合が
ありますので、必ず清掃工場へ確認して
から搬入してください。
なお、粗大ごみのうち、再利用可能な

木製家具は都城市リサイクルプラザ（☎
36−3900）に搬入できますが、事前に
確認してください。
■問い合わせ
　都城市清掃工場
　☎23−0277

　平成19年度の税制改正で、電子証明書
を持っている人が電子申告をする場合に
は、所得税の特別控除が行われる制度が
創設されました。
　これは、e-Tax（国税電子申告・納税シ
ステム）を利用して平成19年分または平
成20年分（いずれか１回）の所得税の確
定申告を申告期限（平成19年分は平成20
年３月17日、平成20年分は平成21年３
月16日）までに提出する際に、併せて本
人の電子署名と電子証明書を送信した場
合には、所得税額から5,000円（その年分
の所得税額を限度）を控除できるという
ものです。
　この控除制度は、事前に住民基本台帳
カードと電子証明書が必要です。
　住民基本台帳カードと電子証明書は、
町民保健課戸籍住民係で取得できますが、
税の申告時期が近づくと、本カードと電
子証明書を取得しようとする人で窓口の
混雑が予想されます（作成時間は30分程
度かかります）。そのため、本カードと
電子証明書の発行を希望する人は、あら
かじめ電話でお問い合わせくださいます
ようお願いします。
　なお、当日発行を希望する場合は、手
続きの際、官公庁発行の顔写真付き身分
証明書（運転免許証など）をお持ちくだ
さい。お持ちにならなかった場合は、郵
送で本人の意思確認を行った後、カード、
電子証明書を本人にお渡しするまでに１
週間程度の日数がかかります。
■発行場所＝
　町民保健課　戸籍住民係　（３番窓口）
■対応時間＝
　月曜〜金曜（平日）
　午前８時30分〜午後５時

※�ただし、午後0時15分〜１時は除きます。
■手数料＝
　住民基本台帳カード…………… 500円
　電子証明書……………………… 500円
※�電子証明書とは、オンライン手続きで
本人確認をするために住民基本台帳
カード内に保存される情報のことを
いいます。そのため、電子証明書だけ
の取得はできませんので、あらかじめ
ご了承ください。
※�オンライン手続きでは、インターネッ
トを使って行政機関などへの各種手
続きをパソコンから行うことができ、
窓口に行く手間が省けます。
■問い合わせ
　町民保健課　戸籍住民係
　☎52−1111（内線114・115）

青少年の健全育成に関し家庭の役割に
ついての理解を深めるため、毎月第３日
曜日を「家庭の日」として定めています。
「家庭の日」には、親と子の心触れ合う５
つの「共感活動」で、家族のきずなを深め
ましょう。
◇５つの「共感活動」
共遊…�地域行事に参加して、親子で遊び

ましょう。
共食…�楽しく語らいながら、一緒に食事

をしましょう。
共話…�１日の出来事などを親子で話し合

いましょう。
共汗…�スポーツや野外活動で、心地よい

汗を流しましょう。
共働…�奉仕活動等に積極的に参加し、一

緒に働きましょう。
◇「家庭の日」優待制度実施中！
「家庭の日」などに、子ども連れで協力
店や施設を利用すると、料金割引などの
サービスが受けられます。
※�実施日は協力店・施設によって異なり
ます。優待券をお持ちください。
■問い合わせ
　県福祉保健部　こども家庭課
　青少年健全育成担当
　☎0985−26−7041

輸血に必要な血液は献血で確保されて
いますが、昨今は少子高齢化などますま
す献血推進に厳しい時代となっています。
現在、町内の団体や事業所にも献血協
力をもらっていますが、献血者数は年々
減少しています。そこで、新たに献血に
協力していただける団体・事業所を募集
します。皆さんの温かいご協力をお願い
します。
■募集期間＝２月27日（金）まで　
※平成20年度の協力団体
キング都城支店、都城東高校、都城洋
香看護専門学校、八日会大悟病院、老
人保健施設「はまゆう」
■申し込み・問い合わせ
　健康管理センター
　☎52－8481 

 三股町社会福祉協議会では、忌明寄付を
次のとおりいただきました。
  故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
  誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成20月12月１日から31日まで

　社会福祉のために　下沖 渡…… ５万円

一般寄付（社会福祉協議会へ）

宝くじ助成事業で
コミュニティの活性化

転入学児童募集

市町村交通災害共済の
加入申し込みについて

平成21年度小中学校の入学式は、
小学校４月10日、
中学校４月９日です

三股駅舎の改修工事
について

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

ホームへ

階段

駐輪場
ロータリー

南側臨時駐輪場

駅舎

①臨時
　利用者通路

②臨時
　券売機設置

自
動
販
売
機

設
置

住民基本台帳カードと
電子証明書の取得
申請について

清掃工場からのお願い

毎月第３日曜日は
「家庭の日」 愛のご寄付

加藤　舜
しゅん

一
いち

母 マサ 97 東原 ３万円

大
おお

田
た

原
はら

俊
とし

充
みつ

妻 洋子 63 轟木 １万円

田上　順子 夫 正則 84 前目 ５万円

高妻　艶
つや

子
こ

夫 剛
つよし

81 仮屋 ３万円

兒玉アヤ子 夫 久
ひさ

一
かず

68 今市 ５万円

大迫　絹子 夫 幸
ゆき

男
お

84 稗田 ３万円

道
みち

添
ぞえ

　渡
わたる

妻 スマ 83 稗田 ２万円

塩
しお

崎
ざき

　国広 母 スエノ 82 大八重 １万円

中野久美子 夫 順一 54 大鷺巣 ５万円

中原　康
やす

憲
のり

母 トキエ 80 上米 10万円

崎田　勇
いさむ

母 トミエ 94 田上 ２万円

髙
たか

牟
む

禮
れ

ツル 夫 正春 91 下新 ３万円

中山　庚
こう

志
し

母 清水ミチヲ 92 東原 １万円

細山田忠
ただ

生
お

母 千代 96 梶山 ２万円

献血の協力団体募集
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝３月６日（金）
■受付＝午後１時〜１時45分

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52-8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝２月19日（木）　
■時間＝午前10時〜11時

　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん
●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝2月24日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●にこにこ教室　
■期日＝2月26日（木）
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝♪かんたんひな飾り作り

●親子教室
■期日＝3月4日（水）　
■時間＝午前10時〜正午
■内容＝おやつ作り♪
※（申し込みが必要：限定10組町内在中親子）

児童クラブ（放課後児童健全育成事業）のご案内
●児童福祉係（内線166）

町内11カ所の児童館では、放課後児童健全育成事業に取り
組んでいます。これは、保護者が労働などで昼間家庭にいない
小学生おおむね10歳未満の児童に対し、放課後に適切な遊び
や生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的として
いるものです。
■時間帯＝
◦月曜〜金曜　午後１時〜６時
◦土曜日、夏休み、冬休み、春休み　午前９時〜午後６時
◦日曜・祝日・年末年始は休みです
※�ただし、上記時間帯では各小学校の帰宅時間指導に沿って
帰宅を指導します。

■対象となる人＝
◦�小学校低学年（１年生〜３年生）で、共働きなどで保護者
が昼間家庭にいない児童
◦�そのほか、健全育成上指導を要する児童
◦�開館日数の１／２以上利用する児童
■登録の方法＝
◦�児童クラブを実施する児童館に申込書があります
◦�申込書に必要事項を記入・押印のうえ、実施児童館へ提出
してください
※平成21年度は、２月20日（金）から受け付けます。
■実施児童館＝

山王原児童館……………………………………☎52−1091

プラザ児童館……………………………………☎52−1099

今 市 児 童 館……………………………………☎52−1814

東 原 児 童 館……………………………………☎52−0336

蓼 池 児 童 館……………………………………☎52−3947

上米満児童館……………………………………☎52−4373

植 木 児 童 館……………………………………☎52−1092

新馬場児童館……………………………………☎52−3948

梶 山 児 童 館……………………………………☎52−1251

宮 村 児 童 館……………………………………☎52−5533

長 田 児 童 館……………………………………☎54−1213

※�詳しくは、児童福祉係または、児童館にお問い合わせください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝２月16日（月）
■時間＝午前11時〜正午
※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度
行います。

●平成20年度個別がん検診の受診期間が終了します
5月から始まっている、平成20年度の個別がん検診は２月

いっぱいで受診期間が終了します。
当てはまる人で、受診を希望する場合は2月中に受診してくだ

さい。特に、前立腺がん、乳がん、子宮がん検診は２年に１回
の受診となっています。今年度は奇数年生まれの人が対象です。
各がん検診の①対象者 ②内容 ③自己負担額は次のとおりです。
■前立腺がん検診＝
　①50歳以上の男性で生まれた年が元号で奇数年の人

　（例：昭和33年、昭和31年、昭和29年など）
　②血液検査によるPSA値
　③1,700円
■子宮がん検診＝
　①20歳以上の女性で生まれた年が元号で奇数年の人
　　（例：昭和63年、昭和59年、昭和57年など）
　②子宮頚部の細胞診検査（体部は必要がある人のみ）

　③2,200円（体部までした時は3,100円です）
■乳がん検診＝
　①40歳以上の女性で生まれた年が元号で奇数年の人

　（例：昭和43年、昭和３9年、昭和35年など）
　②マンモグラフィと視触診
　③1,900円
■胃がん検診＝
　①40歳以上の人
　②胃部X線間接撮影（バリウム服用）
　③3,700円
※�各がん検診は指定医療機関で受診できます。指定医療機関
については役場１階案内か健康管理センターに一覧表が
置いてありますのでご自由にお取りください。

●３月８日（日）はチャレンジRUN＆ウォーキング大会
　〜楽しく歩いて健康づくり〜

ウォーキングは、いつでもどこでも気軽にできる有酸素運動
の代表で、メタボリックシンドロームの予防、改善にもお勧め
です。ウォーキングが初めての人もそうでない人も一緒に歩い
てみませんか。
■参加料金＝
　【小、中学生】　500円
　【ファミリーペア（幼児、保護者）】　1,000円
　【一般（高校生以上）】　1,000円
■申し込み＝
町教育委員会　教育課内　
チャレンジＲＵＮ＆ウォーキング大会事務局
☎52−1111（内線432・433）
※大会への申し込み締め切りは2月13日（金）です。

「宮崎ねんりんピック2009」の参加申し込みについて
●介護高齢者係（内線162）

今年の「宮崎ねんりんピック2009」は県北地区で5月17日
（日）に開催されます。

参加申し込みについては、次のとおりです。参加を希望する
人は、介護高齢者係の窓口で申し込んでください。
■参加申込期間＝

２月２日（月）〜３月２日（月）　
■開催期日＝

５月17日（日）、ゴルフ競技は18日（月）
■開催地＝

延岡市、日向市、西都市、高千穂町、門川町、高鍋町
■参加資格＝

県内在住の60歳以上の人
■種目＝

ゲートボール、ペタンク、グラウンド・ゴルフ、太極拳、パー
クゴルフ、囲碁、将棋など25種目

■参加費＝500円
※�種目など、詳細のお問い合わせは、介護高齢者係にお願い
します。

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

●高齢者虐待をご存知ですか？
「虐待」というと、たたく、蹴

け

るなど暴力的な行為のイメージ
がありますが、『高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支
援等に関する法律』（高齢者虐待防止法）が施行され、高齢者虐
待の定義が定められました。
【虐待区分】
○身体的虐待

高齢者の身体に外傷が生じる、または生じるおそれのあ
る暴行行為。

（つねる・蹴る・殴る・ベッドに縛りつける　など）
○介護・世話の放棄、放任

適切な養護をおこたる行為
（食事や水分を与えず、衰弱させる・適切な医療、介護を
受けさせない）
○心理的虐待

暴言や拒絶的な対応を取り、高齢者に著しい心理的外傷
を与える行為。

（怒鳴る・悪口を言う・無視する・失敗を笑う　など）
○性的虐待

高齢者にわいせつな行為をする、またはさせること。
（懲罰的に下半身を裸にして放置する　など）
○経済的虐待

高齢者の財産を不当に処分する行為。
（日常生活に必要な金銭を渡さない・高齢者の年金を勝手
に担保に入れ、お金を借りる　など）
虐待の自覚が無くても…

介護者のささいな行為によって高齢者に心理的、身体的影
響を与えることがあります。また、高齢者のためになると
思って行っていることが虐待につながることもあります。
お気軽にご相談を！
「虐待を受けている」、「虐待を発見した」、「介護に行き詰まり
を感じている」などお困りの時は、お気軽にご相談ください。
※個人の秘密は厳守します。

●足もと元気教室のお知らせ（2月20日〜3月19日の日程）

Mimata  Health & Welfare Guide

「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとおりです。
地区名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ３月5日・３月19日
轟 木 午後1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ２月23日
植 木 午後1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ２月25日・３月11日
中 原 午前9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ２月25日・３月11日
前 目 午後1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 ３月18日
寺 柱 午後1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 ３月12日
餅 原 午後1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 ３月16日
梶 山 午前9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 ３月18日
谷 午後1時30分〜 3時 谷 青 年 の 家 ３月 3日
今 市 午前9時30分〜11時 今 市 児 童 館 ３月 2日
※日程は、毎月ご案内します。
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● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう
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※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

1 日

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

2 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木 ◦缶・びん
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（一万城町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎福島外科（外・胃） ☎38-1633（都北町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

9 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物

11 水

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎ゆうクリニック（消・外・内） ☎46-6100（広原町）

◎すみ産婦人科（産・婦） ☎23-1152（東　町）

◦図書館休館日
12 木 ◦トレイ・ペット
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎土井外科（胃・外） ☎22-1825（上東町）

◎永吉眼科（眼） ☎22-1530（姫城町）

16 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物
18 水 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・びん

20 金 ◦可燃物
21 土

22 日

◎藤元上町（内） ☎23-4000（上　町）

◎久保原田中（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

23 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
24 火 ◦可燃物
25 水

26 木 ◦トレイ・ペット
27 金 ◦可燃物
28 土

1 日

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎畠中医院（内） ☎52-6000（三股町）

◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

2 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木 ◦缶・びん
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎田中内科（内） ☎23-5872（北原町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

9 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦トレイ・ペット
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎たき心療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

16 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物
18 水

くらしのカレンダー
1. February ~ 18. March 2009

みまたくらしのカレンダー

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

２月の旬食材…かぶ

◎黄の皿　ごはん
　【主食２つ（SV）】 285㌔㌍／塩分０㌘
材　料　�ごはん…200㌘

◎緑の皿　ひじきのコールスローサラダ
　【副菜１つ（SV）】 150㌔㌍／塩分0.8㌘
材　料　�キャベツ…100㌘、ニンジン…10㌘、ひじき（乾）…２㌘、しょ

うゆ…小さじ1/2、ホールコーン（缶）…20㌘、マヨネーズ…15
㌘、こしょう…少々

作り方　�①ひじきはぬるま湯でもどし、水気をきる。しょうゆをまぶして
おく　②キャベツとニンジンは千切りにし、塩を少々ふる。しん
なりしたらよくしぼる　③ボウルに野菜とひじきを入れ、マヨ
ネーズとコショウであえる

◎白の皿　大豆のみそ汁
【副菜１つ（SV）】 60㌔㌍／塩分1.0㌘
材　料　�春菊…20㌘、大豆の水煮…20㌘、エノキダケ

…20㌘、みそ…大さじ1/2、水…150㏄、煮
干し…５㌘

作り方　�①春菊は４㌢のざく切りにする。大豆は水気をきっておく。エノ
キダケは根元を落とし､長さを半分に切る　②なべに水と煮干し
を入れ強火にかけ､煮立ってきたら中火にして15分煮る　③煮
干しを取り出しエノキダケと大豆を入れて一煮立ちさせる　④み
そを溶きいれ､春菊を入れ､沸騰直前で火を止める。

◎赤の皿　かぶのソテー牛肉ソースかけ
　【主菜１つ（SV）・副菜1つ（SV）】 240㌔㌍／塩分1.3㌘
材　料　�カブ…100㌘、牛ひき肉…40㌘、サラダ油…大さじ1/2、トウバ

ンジャン…小さじ1/8、甜麺醤…小さじ1/2、しょうゆ…小さじ
1/2、砂糖…大さじ1/2、酒…大さじ1/2、コンソメ（顆粒）…小
さじ1/4、細ネギ…10㌘

作り方�　�①カブは皮をむき、５㍉厚さの輪切りにする　②細ネギは小口切
りにする。たれの材料を混ぜておく　③フライパンに油を熱して
中火でカブを焼き付け、裏返し、酒とコンソメをふってふたをし
て蒸し焼きし、皿に盛る　④フライパンに牛ひき肉と合わせた調
味料を入れ炒める。カブの上に肉ソースをかけ、ネギを散らす

◎白の皿　いちご　100㌘　
【果物１つ（SV）】 40㌔㌍／塩分０㌘

3月2日（月）は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）

納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（4期）
●国民健康保険税（8期）

※�口座振替は2月25日（水）が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日（火）までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。
　�残高不足などで振替ができなかった場合は、その納期分
の納付書を送付しますので、納付書で納めてください。

町県民税申告のお知らせ
●住民税係（内線133・134）

平成21年度申告を2月12日（木）から3月16日（月）まで
受け付けます（土、日は除きます）。申告日時や場所などに

ついては、「1月15日付回覧」で配布していますので、参照
してください。
◎申告が必要な人
◦�平成21年1月1日現在、三股町に住所のある人（申告が必

要でない人は除く）
◦�給与所得以外に所得（農業所得・不動産所得など）があ

る人
◦�非課税所得（遺族年金・雇用保険金など）のある人、収

入のまったくない人（所得証明・課税証明や国民健康保
険税などの算定に必要です）
◎申告が必要ない人
◦�所得税の確定申告書を税務署に提出する人
◦�所得が給与だけで、年末調整がされている人（勤務先か

ら町に給与支払報告書が提出されている人）
◦�所得が公的年金だけの65歳以上で、年金収入額が148万

円以下の人（扶養控除などの申告をする場合、生命保険
の満期返戻金、土地の売買、そのほか申告すべき所得が
ある人を除く）

古くから食されてきた野菜で、大根に似た栄養があります。根の部分
にはビタミンＣ、でんぷん消化を助けるジアスターゼ、たんぱく質消化

を助けるアミラーゼが多く、疲れた胃腸をいたわる働きがあります。葉の部分にもカロチン、ビタミンＣ、カルシウ
ム、鉄、カリウムなどが多く含まれているので、捨てずに利用しましょう。（表示の材料はすべて1人分です）

◎２月の予定

◎３月の予定

三股町消防団出初式

１月11日、町消防団出初式が岩下橋
河川敷で開催されました（関連記事10
〜11㌻）。
消防団はわたしたちの生命、身体、
財産を守るために、日夜不断の訓練を
続けます。写真は分列行進をする団員
の皆さん。一糸乱れぬ行進に、団員の士
気の高さを感じました。

◎今月の表紙

『一糸乱れぬ行進』

いきいき げんき！



★
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■
茶
じ
ょ
け

と
あ
る
新
年
会
で
の
会
話
で
す
。

「
あ
れ
こ
れ
と
努
力
し
て
、
そ
れ

で
も
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
、
そ
ん
な
人
の
力
に
な
っ
て

あ
げ
た
い
。
ま
た
、
そ
ん
な
世
の

中
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
」。（
う
お
ぉ
！
や
っ
ぱ
り
す
ご

い
人
だ
！
こ
れ
か
ら
も
つ
い
て
い

き
ま
す
！
あ
に
ょ〔
兄
貴
〕！
）。

▽
文
頭
で
会
話
と
記
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
わ
た
し
は
話
を
聴

い
て
い
る
だ
け
で
、（
）内
は
わ
た

し
の
胸
の
内
で
す
。
人
柄
が
表
れ

た
彼
の
言
葉
は
わ
た
し
に
と
っ
て

「
こ
う
あ
り
た
い
」と
大
き
な
影

響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
▽
そ

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,541人◦女／13,222人
◦計／24,763人◦前月比＋7人
◦世帯数／9,576戸（－1戸）
◦出生／21人◦死亡／19人
◦転入／82人◦転出／77人

三股町の人口
平成21年１月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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し
て
こ
の
会
話
が
、
広
報
担
当
に

な
っ
た
当
初
、
前
任
者
か
ら「
住

民
の
立
場
に
一
番
近
く
に
立
て
る

職
員
は
お
ま
え
し
か
い
な
い
ん
だ

よ
」。
前
前
任
者
か
ら
は「
役
場

の
業
務
に
常
に
疑
問
を
持
っ
て
望

み
な
さ
い
」と
か
け
ら
れ
た
言
葉

が
今
も
わ
た
し
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
と
重
な
り
ま
し

た
。
▽
そ
う
し
た
彼
ら
の
経
験
か

ら
出
た
で
あ
ろ
う
言
葉
は
と
て
も

貴
重
で
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
▽
行
政
職

員
と
し
て
も
、
一
個
人
と
し
て

も
、
ま
だ
ま
だ
彼
ら
の
よ
う
な
言

葉
を
発
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

が
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
出
来

事
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
〈
♪
〉

奥　
田　
フ
ユ
子

遠
き
日
の 

か
く
れ
念
仏 

笹
子
鳴
く

雄
大
な 

九
重
の
山
よ
一
帯
を 

大
気
の
風
と 

な
り
て
漂
ふ

長　
尾　
イ
ク
子

内　
村　
初　
美

秋
深
き 

長
田
の
峡
に
人
も
な
く 

真
澄
み
の
川
面
に 

た
だ
紅
葉
散
る

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

秋　
元　
満　
雄

し
の
ば
れ
ま
す
。
洞
く
つ
の
前
に
立
ち
、
そ
の
時
代
を
回
想
す
る

と
き
、
ひ
と
し
お
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

念
仏
禁
制
の
厳
し
い
時
代
。
宗
教
の
弾
圧
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

地
下
洞
に
隠
れ
て
阿
弥
陀
如
来
を
ひ
そ
か
に
崇
拝
し
た
時
代
が

う
つ
ろ
な
る 

脳
を
も
か
く
し 
冬
帽
子

葉
が
的
確
か
と
思
い
ま
し
た
。
九
重
一
帯
を
両
手
を
広
げ
、
風
に
な
っ
て
漂

う
…
、
そ
う
い
う
気
分
で
し
た
。

昨
年
11
月
、
姪
夫
婦
の
招
待
で
大
分
に
出
掛
け
ま
し
た
。
飯
田
高
原
よ
り
見

る
九
重
連
山
は
紅
葉
の
盛
り
で「
き
れ
い
」と
い
う
よ
り
、「
す
ご
い
」の
言

び
」の
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。

晩
秋
の
あ
る
日
、
久
し
ぶ
り
に
長
田
峡
を
訪
ね
ま
し
た
。
人
影
も
な
く
、
川
面

に
舞
い
散
る
も
み
じ
を
黙
っ
て
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
は「
わ
び
」と「
さ

夏
は
日
よ
け
の
必
需
品
、
冬
は
は
げ
隠
し
に
も
な
り
、
そ
の
う
つ
ろ

な
脳
を
も
隠
し
て
く
れ
な
い
か
と
、
愛
用
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

歳
を
重
ね
る
た
び
に
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
、
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
て
い

く
。頭
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
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原は
ら
　
だ田 

東と
う
　
わ和

く
ん
（
０
歳
）

吉よ
し

留ど
め 

礼れ

く

と

空
翔
く
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
20
年
２
月
20
日
生
ま
れ

◎
勝
也
さ
ん
・
亜
耶
さ
ん
の
長
男

とっても甘えん坊なれくとくん、いつも笑
顔をありがとう。元気に大きく育ってね♥

JIN

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

み
ま
た
幼
稚
園
編

たくさんの思い出を胸に
もうすぐ卒園
今回は、みまた幼稚園の年長児クラスの子
どもたちに「幼稚園の一番の思い出」を教えて
もらいました。
あと少しで卒園を迎える子どもたち。幼稚
園での生活は、子どもたちにたくさんのお友
達とたくさんの思い出を作ってくれました。
残りわずかの幼稚園生活ですが、大人になっ
ても色あせることのない思い出をもっと増や
してくださいね。

「
幼
稚
園
k
一
番
k
思
e
出
」

◎
平
成
20
年
６
月
13
日
生
ま
れ

◎
浩
和
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん
の
長
男かわいい笑顔の東和くん。青空のように大

きく、大きく、大きくな〜れ！優しく、優
しく、優しくな〜れ！


